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一 等一大車の事
とういちだいしゃ

仰せに云はく、此の大車とは直至道場の大白牛車にして其の疾きこと風の如し。所
じき し どうじょう だいびゃく ご しゃ はや

詮南無妙法蓮華経を等一大車と云ふなり。等と云ふは諸法実相なり、一とは唯有一乗法

なり、大とは大乗なり、車とは一念三千なり。仍って釈には等の字を子等車等と釈せり。
よ

子等の等は如我等無異の等と同じなり。車等の等は平等大慧の等なり。今日蓮等の類南
にょ が とう む い

無妙法蓮華経と唱へ奉る者は、男女貴賎共に無上宝聚不求自得の金言を持つ者なり。
む じょうほうじゅ ふ ぐ じ とく

智者愚者をきらはず即身成仏なり云云。疏の五に云はく「一に等子、二に等車。子等を
しょ

以ての故に則 ち心等し。一切衆生等しく仏性有るに譬ふ、仏性同じき故に等しく是子
すなわ

なり。第二に車等とは、法等しきを以ての故に仏法に非ざること無し。一切の法皆摩訶衍
ま か えん

なるに譬ふ。摩訶衍同じきが故に等しく是大車なり。而して各賜と言ふは各の本習に
し ほんじゅう

随ふ。四諦・六度・無量の諸法、各の旧習に於て真実を開示す。旧習同じからざるが
く じゅう

故に各と言ふ。皆摩訶衍なり。故に大車と言ふ」と。


